
す
る
も
の
」
に
限
定
し
、「
民
間
の
事
業
機
会

創
出
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
努
め
る
」
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
西
日
本
支
社

で
は
三
つ
の
大
き
な
柱
を
立
て
ま
し
た
。

一
つ
は
大
阪
駅
北
地
区
や
淀
屋
橋
地
区
、

「
吹
田
操
車
場
跡
地（
大
阪
府
吹
田
市
・
摂
津
市
）

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
っ
た
都
市
の
大
規
模

低
未
利
用
地
の
土
地
利
用
転
換
を
は
か
り
、

生
活
や
経
済
の
拠
点
に
変
え
て
い
く
こ
と
で

す
。二

つ
目
は
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
事
業
。

特
別
地
区
の
都
市
計
画
も
決
定
さ
れ
、
い
よ

い
よ
施
設
建
築
物
が
立
ち
上
が
る
時
が
来
ま

し
た
。
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
知
的
創
造

拠
点
）
を
中
心
と
し
た
「
世
界
に
誇
れ
る
街
」

の
誕
生
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
U
R
都
市
機
構
の
も
う
一
つ
の

役
割
は
、
都
市
を
運
営
す
る
組
織
の
立
ち
上

げ
で
す
。
美
し
く
安
全
・
安
心
な
街
の
維
持

と
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
た
め
の
T
M
O
（
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）

や
、
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
コ
ア
機
能

を
育
て
て
い
く
た
め
の
K
M
O
（
ナ
レ
ッ
ジ
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
）
等
、
都
市
を
運

営
す
る
組
織
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
U
R
都
市
機
構
に

な
い
役
割
で
す
。

高
橋
―
―
都
市
の
運
営
は
外
か
ら
で
は
分
か

り
に
く
い
の
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
は
完
成

し
て
終
わ
り
で
は
な
い
の
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
の
大
阪
は
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
個
性
を
持
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
ミ
ナ
ミ
に
は
賑
わ
い
が
あ

っ
て
、
キ
タ
は
オ
フ
ィ
ス
街
で
夜
は
静
か
。

そ
れ
が
、
淀
屋
橋
の
商
業
施
設
や
ほ
た
る
ま

ち
が
で
き
、
さ
ら
に
大
阪
駅
北
地
区
が
で
き

る
こ
と
で
、
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
に
分
か
れ
て
い

た
大
阪
が
御
堂
筋
を
中
心
に
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
ね
。
そ
れ
に
対
す
る
市
民
の
期
待
は
と

て
も
強
い
と
思
い
ま
す
。

福
永
―
―
大
阪
に
元
気
を
与
え
、
活
性
化
を

図
る
た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
、
い
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

高
橋
―
―
新
し
い
事
業
を
興
す
の
は
、
民
間

企
業
だ
け
で
な
く
、
公
的
機
関
が
手
伝
わ
な

い
と
難
し
い
で
す
よ
ね
。
リ
ス
ク
を
伴
う
か

ら
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
を
含
め
た
皆

で
ま
ち
づ
く
り
し
て
い
く
た
め
に
、
啓
発
し

て
い
く
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。

福
永
―
―
都
市
再
生
に
限
ら
ず
、
そ
の
点
は

意
識
し
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
団
地

で
の
住
民
参
加
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト
が
大
事

な
時
代
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
橋
―
―
ソ
フ
ト
で
も
ア
イ
デ
ィ
ア
と
い
う

よ
り
制
度
、
仕
組
み
が
大
事
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
兵
庫
県
宝
塚
市
に
あ
る
防
災
公
園

「
末
広
中
央
公
園
」
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
充
実
し
た
内
容
と
そ
の
仕
組
み
に
感

動
し
ま
し
た
。
大
き
な
川
の
脇
に
、
約
4
・

14
ha
の
公
園
が
あ
っ
て
、
生
活
用
水
や
飲
料

用
水
、
食
料
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。
災
害
が

起
き
る
の
は
何
十
年
に
一
回
と
し
て
も
、
行

政
に
税
金
を
付
託
し
て
い
る
意
味
を
実
感
で

き
ま
す
。
そ
れ
に
普
段
は
皆
が
楽
し
く
遊
べ

る
公
園
な
の
で
す
か
ら
、
素
晴
ら
し
い
で
す

よ
ね
。
ま
た
、
学
習
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
機
と
風
力
発
電
機
が
あ
っ
て
、

電
気
を
つ
く
り
出
せ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る

の
で
、
学
習
公
園
と
し
て
も
機
能
し
ま
す
よ

ね
。
世
界
に
誇
れ
る
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
都
市
再
生
事
業
で
ど
ん
な
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
く
の
で
す
か
?

福
永
―
―
昨
年
12
月
24
日
に
「
独
立
行
政
法

人
整
理
合
理
化
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
後
U
R
都
市
機
構

の
都
市
再
生
事
業
は
「
公
の
政
策
目
的
に
資

末
広
中
央
公
園
等
防
災
公
園
の
整
備
や
密
集

市
街
地
の
改
善
事
業
で
す
。

三
つ
目
は
疲
弊
す
る
地
方
都
市
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
で
、
こ
れ
は
国
と
し
て
も
大

き
な
課
題
で
す
。
現
在
様
々
な
公
共
団
体
か

ら
数
多
く
の
ご
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
永
―
―
「
独
立
行
政
法
人
整
理
合
理
化
計

画
」
の
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
の
U
R
賃
貸

住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
再
生
・
活
用
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
「
U
R
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
再
生
・

再
編
方
針
」
を
昨
年
末
に
発
表
し
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
と
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
建
設
し

て
き
た
既
存
の
U
R
賃
貸
住
宅
の
こ
と
で
、

西
日
本
支
社
は
現
在
、4
5
1
団
地
、21
万
5

千
戸
を
管
理
し
て
い
ま
す
。こ
の
方
針
で
は
、

向
こ
う
10
年
間
の
計
画
で
、
団
地
の
特
性
に

合
っ
た
形
に
再
生
・
再
編
し
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
、
昭
和
30
年
代
に
建
て
ら
れ

た
団
地
に
つ
い
て
順
次
全
面
的
な
建
替
え
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
全
部
建
替
え

る
の
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
一
部
を
建
替
え

て
、そ
の
ほ
か
は
継
続
し
て
使
っ
て
い
く
等
、

地
域
に
合
っ
た
形
で
柔
軟
に
再
生
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
今
あ
る
住
宅
を
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
使
っ
て
い
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
等
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。
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conversation

今
あ
る
賃
貸
住
宅
を

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
に

ほたるまち（大阪市福島区）

大阪大学病院跡地のまちづくりプロジェクト。朝日放送新社屋を始め超高層マンション、賃貸マンション、多目的
ホール、商業施設が建設され、多機能を備えた街に。親水性を意識し、水都・大阪の再生を先導している。aP.13

淀屋橋地区（大阪市中央区）

淀屋橋・御堂筋界隈を活性化するプロジェクトとして、UR都市機構が施行した第一種市街地再開発事業。5月30日には、商業施設「淀屋橋odona」がオープン。ビジネス拠点で
あった界隈に、飲食店・物販フロアで賑わいが加わり、街の機能を強化した。商業施設の名称“odona”は「『驚き』を『大人』に」の想いを込めた造語。

末広中央公園（兵庫県宝塚市）

食糧や生活用水の確保、シートを被せて生活空間をつく
れる遊具、太陽光発電等、災害時に備えた設備を導入し
て安心・安全を確保した防災公園街区整備事業。aP.8

大阪駅北プロジェクト（大阪市北区）

大阪駅北側の梅田貨物駅を中心とした約24haの土地を舞台に、「世界に誇れる街」を目指したまちづくりを行う。
産・学・官の総力を集結し、知的創造拠点として、また、世界へのゲートウェイとしても機能する街となる。aP.7


